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　平成 24 年版の科学技術白書では、科学技術に対する意識の変化について「こ

れまで国民は、科学技術に対して大きな期待と信頼を寄せていたが、科学者や技

術者に対する国民の信頼感は低下した」と述べられています。

　また、平成 26 年版の同白書では、「研究不正は、研究活動の本質・趣旨を研究

者自らがゆがめ、科学への信頼を揺るがす、絶対に許されない行為である。」、「科

学に対する社会の信頼確保に努めていくことが重要である。」と公正な研究活動の

推進について述べられています。

（科学者の基本的責任）

１　科学者は、自らが生み出す専門知識や技術の質を担保する責任を

有し、さらに自らの専門知識、技術、経験を活かして、人類の健康

と福祉、社会の安全と安寧、そして地球環境の持続性に貢献すると

いう責任を有する。

（科学者の姿勢）

２　科学者は、常に正直、誠実に判断、行動し、自らの専門知識・能力・

技芸の維持向上に努め、科学研究によって生み出される知の正確さ

や正当性を科学的に示す最善の努力を払う。

〈出典〉

日本学術会議『声明　科学者の行動規範－改訂版－』（平成25年）



研究活動における不正行為とは
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〈出典〉

文部科学省「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」
（文部科学大臣決定、平成26年８月 26日）

捏造（Fabrication）
　存在しないデータ、研究結果等を作成すること。

改ざん（Falsification）
　研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データ、研究活動によって得られた
結果等を真正でないものに加工すること。

盗用（Plagiarism）
　他の研究者のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文又は用語を、
当該研究者の了解もしくは適切な表示なく流用すること。

その他
　同じ研究成果の重複発表、論文著作者が適正に公表されない不適切なオーサーシップ
なども不正行為の代表例と考えることができます。

※二重投稿は、適切な引用がされていない場合、自己盗用とみなされることがあります。

　研究活動における不正行為の処理の流れは、告発窓口へ事案の通報・申立が行われ、所属の機関

における調査委員会等により、告発内容に関する調査が行われることが一般的な手続きになります。

　その際、誠実な研究行為のなかで起きたミスや学術上の解釈の問題については、上記の不正行為

には当たりません。ただし、故意又は研究者としてわきまえるべき基本的な注意義務を著しく怠っ

た場合は、不正行為とみなされます。



研究活動における不正行為

論文などの投稿時に不正行為とならないために気をつけること

＜特定不正行為＞
捏造・改ざん・盗用

＜その他の不正行為＞
二重投稿、不適切なオーサーシップ等

正しい研究
活動とは！
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　捏造・改ざん・盗用とその他の不正行為全体をまとめて「研究活動における不正行為」
といいます。
　特に、捏造・改ざん・盗用は、文部科学省のガイドラインでは「特定不正行為」と
称され、さまざまなペナルティ（７ページ参照。）が科されますのでご注意ください。

□　自分が所属する研究機関の倫理綱領の内容を確認していますか？

□　自分が所属する学協会の倫理綱領や論文投稿規定の内容を確認していますか？

□　再現性があることの確認をして発表していますか？

□　生データ、実験で扱った試料、実験ノートの保存・管理はできていますか？

□　共著者を含んだものについては、それぞれが寄与した部分を当事者間で確認し、その内容
に共同の責任を負うことに合意はとれていますか？

□　投稿誌の二重投稿規定に抵触していないことを確認していますか？

□　二重投稿や盗用とならないように、既に発表されている著作物の表現や内容については、
引用であることを示していますか？

　他にどのようなことに気をつける必要があるでしょうか？

　そして、正しい研究活動をするために、自分自身で日頃から心がけられることは他にどのような

ことがありますか？

　科学者のあるべき姿や、責任ある研究活動を意識して研究に取り組んでください。
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